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　米・英によるイラクへの無法な侵略戦争が強

行されています。共産党の代表質問で「武力攻

撃にキッパリ反対の声を政府に上げよ」と問わ

れた鈴木区長は「必要ならば対処していく」と

答弁しました。多くの人命が奪われ、傷つき、

環境も破壊されているのに、いまだに声も上げ

ず戦争容認の姿をさらけ出しています。�

　
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
は
、
こ
の
四
年
間
一
二
名
の
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
、
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
予
算

要
望
懇
談
会
な
ど
区
民
の
切
実
な
要
望
を
受
け
止
め
、
区
民
と
力
を
合
わ
せ
て
粘
り
強
く
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
産
業
経
済
部
の
創
設
や
雇
用
対
策
、
一
五
年
度
予
算
に
も
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
の
撤
廃
、
介

護
保
険
料
の
据
え
置
き
と
低
所
得
者
へ
の
減
額
策
な
ど
区
民
の
要
望
が
実
り
ま
し
た
。
わ
が
党
は
、
区
民
に
痛

み
を
押
し
付
け
る
鈴
木
区
政
と
キ
ッ
パ
リ
対
決
し
、
区
民
要
望
に
根
ざ
し
た
道
理
あ
る
論
戦
と
区
民
の
運
動
が

力
を
合
わ
せ
れ
ば
区
政
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
展
望
を
示
し
て
き
ま
し
た
。
　�

　
鈴
木
区
長
の
四
年
間
の
政
治
は
、
自
民
・
公
明
・

民
主
な
ど
に
支
え
ら
れ
「
財
政
健
全
化
計
画
」「
足
立

区
構
造
改
革
戦
略
」
な
ど
に
基
づ
い
て
区
民
の
暮
ら

し
に
痛
み
を
押
し
付
け
て
き
ま
し
た
。
保
育
料
三
六

％
、
学
童
保
育
料
も
六
五
％
も
値
上
げ
し
、
社
会
教

育
団
体
の
施
設
使
用
料
を
有
料
化
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

運
営
費
助
成
を
四
割
も
削
減
、
区
立
幼
稚
園
の
二
園

廃
園
、
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
な
ど
区
民
の
声
に
耳

を
貸
さ
ず
、
老
人
福
祉
手
当
も
廃
止
し
、
光
を
あ
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
た
ち
を
ね
ら
い
撃
ち
し
た
冷

た
い
政
治
を
強
行
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
区
民

の
暮
ら
し
を
削
っ
た
財
源
を
開
発
予
算
に
あ
て
、
区

の
借
金
を
増
や
し
て
い
ま
す
。�

イラク戦争に　　　が�
言えない�
イラク戦争に　　　が�
言えない�

鈴
木
区
長
と
自
・
公
・
民
な
ど
が�

や
っ
て
き
た
こ
と
は
…�

鈴木区長�
NONONO

　
鈴
木
区
長
が
編
成
し
た
平
成
一
五
年

度
予
算
は
、
積
立
金
の
取
り
崩
し
と
新

た
な
借
金
を
増
や
し
て
昨
年
度
よ
り
一

五
四
億
円
（
七
・
九
％
）
増
額
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
使
い
道
で
見
る
と
、
北

千
住
西
口
再
開
発
な
ど
開
発
関
連
経
費

を
昨
年
よ
り
倍
近
い
一
五
八
億
円
も
増

や
し
、
開
発
優
先
の
姿
勢
を
明
確
に
し

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
区
民
の
苦

し
み
を
取
り
除
き
、
暮
ら
し
優
先
の
予

算
組
み
替
え
案
を
提
出
し
ま
し
た
。�

　
い
ま
、
全
国
で
暮
ら
し
優
先
の
新
し

い
政
治
の
流
れ
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
区
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る

区
政
を
再
び
足
立
か
ら
発
信
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。�

鈴
木
区
政
と

鈴
木
区
政
と
四
年
間
キ

四
年
間
キ
ッ
パ
リ
対
決
し

リ
対
決
し
て�

区
政
を
う
ご
か
し
た

区
政
を
う
ご
か
し
た�

鈴
木
区
政
と

鈴
木
区
政
と
四
年
間
キ

四
年
間
キ
ッ
パ
リ
対
決
し

リ
対
決
し
て�

区
政
を
う
ご
か
し
た

区
政
を
う
ご
か
し
た�
鈴
木
区
政
と
四
年
間
キ
ッ
パ
リ
対
決
し
て�

区
政
を
う
ご
か
し
た�

日
本
共
産
党�

いまこ
そ�

いまこ
そ�

区
政
が
光
を
あ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
た
ち
を
ね
ら
い
撃
ち�
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今
年
４
月
か
ら
、
介
護
保
険
料
の
す
え
お
き
、
低
所
得
者
の

負
担
軽
減
が
は
じ
ま
り
ま
す
。�

　
日
本
共
産
党
は
、
介
護
保
険
制
度
発
足
前
か
ら
保
険
と
福
祉

の
結
合
で
、
介
護
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
、「
介

護
保
険
の
負
担
を
軽
く
し
て
」
と
い
う
区
民
の
願
い
に
応
え
、

連
続
一
六
回
の
本
会
議
質
問
や
条
例
提
案
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。�

　
自
民
・
公
明
・
民
主
の
与
党
は
、
こ
の
負
担
軽
減
の
提
案
に

こ
と
ご
と
く
反
対
し
て
き
ま
し
た
。
自
民
党
な
ど
は
「
減
免
制

度
は
保
険
制
度
の
根
幹
を
ゆ
る
が
し
か
ね
な
い
」
と
反
対
討
論

ま
で
行
な
い
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
日
本
共
産
党
の
ね
ば
り
づ
よ
い
提
案

と
追
及
、
四
万
人
近
い
署
名
を
集
め
た
区
民
運
動

が
進
む
な
か
、
自
民
・
公
明
は
、
昨
年
九
月
、
今

ま
で
の
態
度
を
一
八
〇
度
変
え
て
突
如
、
負
担
軽

減
実
施
や
保
険
料
す
え
お
き
を
求
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
最
後
の
一
区
に
な
っ
て
も
や
ら
な

い
」「
最
後
の
最
後
ま
で
が
ん
ば
る
」
と
言
っ
て

い
た
鈴
木
区
政
と
与
党
を
追
い
つ
め
て
実
現
し
た

の
で
す
。�

区
政
を
動
か
し
た
区
民
と
日
本
共
産
党�

介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
負
担
軽
減
を�

あ
き
ら
め
ず
に
何
度
も
提
案
。�

つ
い
に
実
現
し
ま
し
た
。�

乳幼児医療�乳幼児医療�乳幼児医療�

介護�介護�介護�

日本共産党の提案内容�

介護保険開始に伴い保険料の減免を�
できるようにした条例改正案�

財源も示して保険料・利用料の減免策を�
盛り込んだ予算修正案�

同上　予算修正案�

保険料・利用料の減免条例案�

保険料の全額徴収（2倍の値上げ）を前にして�
保険料減免条例案�

同上　財源示した補正予算修正案�

保険料の減免を盛り込んだ予算修正案�

　私は、年金暮らし、医

療費が高くなり大変で

す。介護保険料が天引き

されているが、値上げさ

れずに本当に良かった。�

（76歳　男性）�

2000年3月予算修正案�

2000年12月議会�

2001年3月予算修正案�

2001年9月議会�

2002年3月予算修正案�

2002年9月議会�

2002年9月議会�

所得制限を撤廃する。10月より実施する�

乳幼児医療制度の就学前までの拡大と所得制限の撤廃を求める意見書（案）�

就学前まで所得制限を撤廃。10月１日から実施�

足立区乳幼児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例�

所得制限をなくし、対象を就学前児童全員とする�

乳幼児医療費助成制度の所得制限撤廃に関する請願�

乳幼児医療費助成の所得制限を撤廃し、小学校就学前までの全ての子ども�
の医療費を無料にすることを求める陳情�
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吉
田
前
区
政
の
も
と
で
乳
幼
児
医
療
費
が

就
学
前
ま
で
、
い
っ
き
に
無
料
に
な
り
ま
し

た
。
所
得
制
限
も
四
歳
未
満
ま
で
な
く
し
、

子
育
て
中
の
世
帯
に
大
き
な
喜
び
を
ひ
ろ
げ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
鈴
木
区
長
に
な
っ
て

こ
の
流
れ
を
止
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。�

　
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
こ
の
間
一
貫
し
て
、
乳
幼
児
医
療

費
の
所
得
制
限
撤
廃
を
実
現
す
る
た
め
に
、
毎
年
の
予
算
修
正

案
、
条
例
案
等
で
く
り
返
し
迫
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
自
民
・

公
明
は
こ
と
ご
と
く
反
対
し
て
き
ま
し
た
。�

　
と
こ
ろ
が
、
自
民
・
公
明
は
昨
年
九
月
議
会
で
突
然
態
度
を

変
え
、「
一
五
年
度
、
一
六
年
度
に
か
け
て
段
階
的
に
撤
廃
」
を

言
い
出
し
ま
し
た
。
同
時
に
「
段
階
的
に
撤
廃
」
を
求
め
る
請

願
に
は
賛
成
、
同
趣
旨
の
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
提
出
し
た

陳
情
に
は
反
対
と
い
う
チ
グ
ハ
グ
な
態
度
を
示
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
つ
い
に
一
二
月
議
会
で
は
、
区
長
が
「
段
階
的
に
所
得

制
限
を
な
く
す
」
条
例
を
提
案
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
今

年
四
月
か
ら
五
歳
未
満
児
ま
で
所
得
制
限
な
し
で
医
療
費
助
成

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

共産�自民�公明�

×�

△�

×�

○�

×�

○�

○�

民主�

提案した議会�

�

2000年3月議会�

�

2001年3月議会�

2001年6月議会�

�
2001年9月議会�

�

2002年3月議会�

自民�公明�共産�民主�

ね
ば
り
つ
よ
い�

取
り
組
み
で
つ
い
に�

所
得
制
限
撤
廃
を�

実
現
し
ま
し
た�

○＝賛成　×＝反対　△＝継続�

○＝賛成　×＝反対�

日本共産党の提案及び区民からの請願・陳情�

�「所得制限が４歳未満ま

で実現し、早く就学前まで

実現すればいいのにと思っ

ていました。下の子どもに

は間に合い、実現しとても

うれしいです」�

（32歳　女性）�

声�声�

　
長
引
く
不
況
の
な
か
で
失
業
、
倒
産
、
廃
業

が
あ
い
つ
い
で
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
収

入
が
激
減
し
く
ら
し
が
大
変
で
も
、
国
や
都
の

救
済
施
策
が
受
け
ら
れ
な
い
区
民
に
対
し
て
、

生
活
費
や
、
高
校
・
大
学
の
入
学
金
、
住
宅
ロ

ー
ン
の
返
済
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
（
仮
称
）

緊
急
生
活
保
障
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
商
店
街
活
性
化
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

高
齢
者
の
買
い
物
な
ど
に
便
宜
を
図
る
（
休
憩

所
や
ト
イ
レ
の
設
置
、
段
差
解
消
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
貸
し
出
し
に
よ
る
宅
配
買
い
物
な
ど
）
商
店

街
に
助
成
す
る
事
業
と
し
て
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

商
店
街
支
援
事
業
を
提
案
し
ま
し
た
。�

　「
私
立
高
校
に
入
学
す
る
た
め
に
六
六
万
九
千
円
が
必
要
。
父
親
の

会
社
は
倒
産
、
準
備
し
て
い
た
お
金
も
使
い
果
た
し
た
。
何
と
か
高
校

に
行
か
せ
た
い
」
こ
の
声
を
も
と
に
、
予
算
委
員
会
で
応
急
小
口
資
金

の
区
長
特
認
を
五
〇
万
円
に
引
き
上
げ
、
就
学
支
度
金
を
入
れ
る
よ
う

に
要
求
し
ま
し
た
。
区
は
区
長
特
認
の
三
〇
万
円
に
就
学
支
度
金
を
入

れ
る
こ
と
を
「
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。�

　
働
く
保
護
者
に
と
っ
て
学
童
保
育
室
の
増
設
と
保
育
時
間
の
延
長
な

ど
切
実
な
要
望
で
す
。
毎
年
の
よ
う
に
保
護
者
か
ら
増
設
や
内
容
充
実

の
陳
情
が
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
議
会
で
も
質
問
を
し
て
学
童
保
育
室

の
増
設
を
約
束
さ
せ
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
▼
小
規
模
特
別
融
資
の
改
善
（
売
上
の
減
少
率
八
％
条
件
を

廃
止
）
▼
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
費
補
助
の
一
部
復
活
▼
学
校
図
書
室
に
ク

ー
ラ
ー
を
設
置
▼
西
新
井
駅
・
竹
ノ
塚
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
設
置
▼
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
増
設
の
検
討
▼
住
宅

改
良
助
成
制
度
復
活
▼
障
害
児（
者
）の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
ベ
ッ
ト
増

（
２
床
）な
ど
。�

今議会で区民の願いを実現、�
見通しをつけました。�

今議会で区民の願いを実現、�
見通しをつけました。�

今議会で区民の願いを実現、�
見通しをつけました。�

収
入
激
減
時
に
対
応
で
き
る

収
入
激
減
時
に
対
応
で
き
る�

緊
急
生
活
保
障
制
度
な
ど
提
案

緊
急
生
活
保
障
制
度
な
ど
提
案�

収
入
激
減
時
に
対
応
で
き
る�

緊
急
生
活
保
障
制
度
な
ど
提
案�

予算組み替えの主なもの�

内　容�

高齢者福祉�
手当復活�

【新設】高齢者�
激励見舞金�

【新設】緊急生�
活保障制度�

老人クラブ�
助成復活�

30人学級�
実施検討�

【新設】�
全小中学校�
クーラー設置�

商店街支援�
【新設】高齢者�
サポート商店�
街支援事業�

社会教育登録�
団体施設使用�
料免除復活�

東綾瀬アイス�
スケート場�
復活�

1億7514万円�

3億7200万円�

1億1700万円�

2134万円�

80万円�

5億1000万円�

1600万円�

1864万円�

3144万円�

�

打ち切りをやめ、今までどおり支給�

介護度の高い高齢者に月一万円支給�

失・廃業者、収入が激減した区民に�
入学支度金や住宅ローンなど貸付�

単位クラブの4割カット分を復活する�

区民参加の検討委員会をつくる�

５年計画で小中学校の全普通教室に�
設置�

街路装飾灯電気代補助の拡充。高齢者�
の日常生活のよりどころとなる事業�
を行う商店街に支援する�

　�
削られた施設使用料の減免制度を�
復活してサークル活動を支援する�
�

1万人の署名を無視して廃止した�
スケート場を復活�
�

議員報酬�
10％削減�

北千住西口�
再開発関連�

竹ノ塚駅西口�
再開発�

千三・元宿小�
統廃合�

旧区役所跡地�
利用関連�

6217万円�

20億344万円�

2億5600万円�

2287万円�

933万円�

区民生活が困難な中、�
議員報酬も削減�

事業の進捗状況にあわせ、�
優先順位をつけて年度内先送りする�

1/3だけ削減、先送りする�

住民合意のない、教育的配慮を欠いた�
統廃合予算を削減�

区民要望にも地元の賑わいにも�
ならない計画は撤回�

《削減するもの（一部）》�

《増額するもの（一部）》�

事業名� 金　額�

　住民の安全をまもり、健康と福祉を向上させることが自治体の仕事です。�

　日本共産党区議団は、独自に行なった区民アンケートや区民要望を踏まえて、異常に突出した開発

予算にメスを入れ、予算のわずか30億円（1・4％）の使い方をかえただけでも、区民の苦しみを取り

除きくらしを応援することができるという立場で予算組み替えを提案しました。自民､公明､民主､生

活者ネットは、この提案に反対しましたが、我が党の示したこの方向は今後に生きる提案です。�

高
齢
者
福
祉
手
当
の
継
続
、
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
の�

復
活
、地
元
業
者
の
仕
事
確
保
、社
会
教
育
団
体
の�

施
設
使
用
料
免
除
な
ど
が
実
現
で
き
ま
す
。�

30億円かえれば�30億円かえれば�30億円かえれば�

2000億円�2000億円�2000億円�

（1.4％）�（1.4％）�

日本共産党�
くらし

・福祉
�

優先に
�くらし

・福祉
�

優先に
�

日本共産党�
こうすればできる�こうすればできる�こうすればできる�
予算組かえ提案�

年間予算のうち�
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産
業
振
興
に
も
地
元
の
に
ぎ
わ
い
�

に
も
な
ら
な
い
施
設
計
画
案
�

　旧区役所跡地利用計画は区民要望と地元のにぎわい
を基本に産業振興センターを中心とした施設とするこ
とが決められていました。�
　ところが、民間企業に提案させて採用した案（19階
建 総工費87億円）は8割以上が企業の営利目的施設。
区の産業振興センターは2割程度です。しかも、権利金、
保証金なしで企業にはいたれりつくせり、産業振興にも、
地元のにぎわいにもならない計画であることが指摘さ
れています。こんなやり方で本当にいいのでしょうか。�

　
企
業
（
総
合
商
事
＝
Ｏ
案
）
が

提
案
し
た
中
心
施
設
は
デ
ジ
タ
ル
・

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
映
像
編
集
工
場
）

の
集
客
力
は
一
日
二
五
〇
人
、
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
（
Ｉ
Ｔ
貸
事
務
所
）
は
事

務
所
内
で
の
仕
事
が
中
心
で
地
元

商
店
街
を
に
ぎ
わ
す
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
コ
ン
ビ
ニ
は
商
店

街
と
競
合
す
る
施
設
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。�

　
し
か
も
、
五
〇
年
間
の
定
期
借

地
権
の
設
定
で
、
権
利
金
、
保
証

金
な
し
、
地
代
は
時
価
評
価
額
の

一
％（
予
定
）、
工
事
期
間
中
は
地

代
も
な
し
、
地
下
埋
設
物
の
解
体

費
用
も
区
が
負
担
す
る
も
の
で
、

区
民
の
財
産
を
大
手
企
業
の
も
う

け
の
事
業
に
提
供
す
る
も
の
で
す
。�

　
区
の
産
業
情
報
誌
「
さ
ん
さ
ん
」

創
刊
号
で
は
、
ま
だ
、
総
合
商
事

と
基
本
協
定
も
結
ん
で
い
な
い
の

に
す
で
に
決
ま
っ
た
か
の
よ
う
に

区
民
に
知
ら
せ
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
四
案（
Ａ
案
・
Ｌ
案
・

Ｇ
案
・
Ｏ
案
）
か
ら
今
回
、
区

が
採
用
し
た
計
画
案（
Ｏ
案
）

に
絞
り
込
む
過
程
で
ゼ
ネ

コ
ン
の
（
株
）
フ
ジ
タ
が
か

か
わ
っ
て
い
た
Ｏ
案
先
に

あ
り
き
の
疑
惑
が
浮
上

し
ま
し
た
。�

　
わ
が
党
が
入
手
し
た
「
先
方
／

足
立
区
、
当
方
／（
株
）フ
ジ
タ
」

と
書
か
れ
た
「
質
疑
回
答
に
つ
い

て
の
打
合
せ
記
録
」（
下
記
参
照
）

を
も
と
に
議
会
質
疑
で
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。�

　
平
成
一
三
年
一
二
月
一
〇
日
に

審
査
委
員
会
が
各
事
業
者
の
計
画

案
へ
の
質
問
事
項
を
決
定
し
た
後

に
、
二
〇
日
の
各
事
業
者
の
回
答

に
基
づ
く
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
ま
で
に
、

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
の
は
唯
一

Ｏ
案
だ
け
で
し
た
（
左
記
参
照
）。

こ
の
Ｏ
案
へ
の
質
問
事
項
と
回
答
、

入
手
し
た
「
先
方
／
足
立
区
、
当

方
／
フ
ジ
タ
」
と
書
か
れ
た
「
打

ち
合
わ
せ
記
録
を
つ
き
合
わ
せ
を

し
て
み
る
と
二
〇
問
の
質
問
中
、

一
四
問
で
区
が
回
答
を
示
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
、
結
果
と
し
て
Ｏ

案
は
第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
区
が
Ｏ
案
を
第
一
位
と
す
る

た
め
誘
導
し
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
惑
を
い
っ
そ
う
深
め
ま
し

た
。
こ
ん
な
計
画
を
す
す
め
さ
せ

て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。�

●区と各提案事業者が行った�
　打ち合わせ日程�
Ｌ案　― 12月3日、6日�
Ａ案　― 12月４日�
審査委員会が質問事項を決定 12月10日�
３事業者に質問事項送付 12月12日�
Ｏ案　― 12月17日�
各事業者の回答書に基づくヒアリング 12月20日�

※G案は、11月27日の審査委員会で、事業化困
難と判断されており、質問事項の送付はされ
ていない。�

当方フジタと書かれた「打ち合わせ記録」�

Ｏ
案
先
に
あ
り
き
の
疑
惑�

北
千
住
駅
西
口
再
開
発
の
総
合
文
化
�

セ
ン
タ
ー
で
も
お
か
し
な
こ
と
が
…
�

　
予
算
委
員
会
で
の
日
本
共

産
党
の
質
問
に
応
え
、
区
は

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ル
を
「
本
格
的
劇
場
」
に
す

る
た
め
の
「
設
計
変
更
」
に

伴
う
追
加
工
事
費
用
と
い
っ

て
、
一
億
二
〇
〇
〇
万
円
の

内
訳
を
提
出
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
内
容
は
、
地
下

連
絡
通
路
改
札
口
工
事
六
一

〇
〇
万
円
や
、
ビ
ル
外
壁
看

板
の
取
付
及
び
補
強
工
事
四

八
〇
〇
万
円
な
ど
、
本
来
再

開
発
組
合
の
本
体
工
事
で
行

う
よ
う
な
も
の
や
、
当
初
か

ら
わ
か
っ
て
い
る
も
の
が
大

半
で
す
。
こ
れ
で
は
必
要
な

追
加
工
事
と
は
言
え
ず
、
区

民
の
税
金
の
ム
ダ
遣
い
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
�

８割が民間大
企業のデジタ
ル工場と貸事
務所とイベン
ト展示ホール�
Ａ棟�

産業振興セン
ターの大部分
はここだけ�
公共施設Ｃ棟�

こんな開発を続けさせて�
　いいのでしょうか？�
こんな開発を続けさせて�
　いいのでしょうか？�
こんな開発を続けさせて�
　いいのでしょうか？�


